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　分子生物学や癌遺伝子学の進歩により癌の研究も著しく進歩した．治療面でもモノクローナル抗
体，癌遺伝子の応用が試みられているが，前者はHAMA現象のため，後者は緒についたばかりで
現実的でない．癌組織に集積するポルフィリンの特性を利用して，癌の診断，治療の実験は1948
年に始まった．1960年Lipsonがヘマトポルフィリン誘導体を合製して肺癌，食道癌などの局在蛍
光診断を行った．現在の光線力学治療（Photodynamic　therapy，　PDT）は1975年，　Doughertyによ
って実験腫瘍に効果があったことから，乳癌の皮膚転移巣にPDTを行い腫瘍の消失が得られたこ
とに始つた．誘導体の励起光線として630nm波長のアルゴン・ダイレーザーが開発されたのは
1979年である．我々はこれを入手し1980年より早期中心型肺癌にPDTを行い根治的治療となり
うることを認めた．
　1982年より10年間，厚生省がん研究助成金により早期癌に対するPDTの研究が行われ，早期
の肺癌，食道癌，胃癌，子宮頚癌に対してのPDTの効果を立証した．この治療成績は世界の注目
の的となっている．1979年より数施設の協同研究として，上記疾患に対してPDTのphase　II，
III　studyを行い，その成果から腫瘍集積性光感受性物質であるphotofrinが本年9月厚生省の認可
が得られた．PDTを開始して以来14年を費したことになる．またレーザーとしてエキシマ・ダイ
レーザーも近日中に認可が得られる予定である．そうすると我国でもPDTは普及するであろう．
最近腫瘍組織集積性のある多くのポルフィリン誘導体が我国の研究者により開発された．集積性の
機序も解明され，分子量は，1，000であることから抗原抗体反応を生じない利点がある．これらは
腫瘍陽性シンチグラム剤，MRI用腫瘍増感剤，光毒性のない腫瘍組織蛍光剤，腫瘍組織集積性光，
超音波，X線感受性物質，中性子捕捉療法用物質である．これらを用いた癌の診断，治療は現在
厚生省がん研究助成金により私が研究責任者となり研究を行っている．画像診断は現行のCT，
MRIより鮮明な像がえられ，小さい転移巣も診断が可能となるであろう．治療も表在性早期癌の
ほかに深部二型癌，転移巣に著効が得られることを期待している．また癌の画像診断，治療のため
の現在使用されている前記物質以外のポルフィリン誘導体も合成されつつある．
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